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(論文 内容 の要 旨)

音声認i識アプ リケー シ ョンの開発 にお いて 高い性 能 を実現す る には、使用す る

タス クに特化 した音響モデル が必 須 とな る。タスク に特化 した音響 モデル を作成す

るため に、タス クの音響的特性 を考 慮 した大量 の音 声デー タの収集 が行 われ る こと

が多い。しか し、音 声デー タの収集 は膨大な コス トを必要 と し、音 声認識 アプ リケ

ー ションの開発 コス ト全体 を圧 迫 してい る。さ らに、デー タ収集 システム の開発や

構 築音 声デー タベースの設計 には、音 声認識 の専 門家の経験則 に頼 る ところが大 き

く、音 声認識 アプ リケー シ ョン開発 のボ トルネ ックとな って いる。

本論 文は、音響空 間の可視化手法,既 存音声 コーパス の 目的タスク に対す る再

利用性 の判定手法 、収録話 者 の選択 による音声 コーパ ス構築 の低 コス ト化の手法 を

提案 して いる。まず 、音 響空 間の可視化手 法COSMOS法 を考案 して 、音響 空間の可視

化 に成 功 して いる。このCOSMOS法 によ り、タス ク間、タス ク内 の音響 的変動、実環

境 で発 生す る雑音 と音 声 との違 いを直感 的 に把握で き る ことを実証 してい る。従来

の可視化手 法 と比較 して、デー タの分布 の分 離度 にお いて も優位性 を示 して い る。

既存音 声 コーパス のタス クに対す る再 利用性 の判定 にお いて,従 来 法では既存

音声 コーパ ス群か ら音響 的 に特徴 の近 い音 声デー タを選 択す る ことはでき るが、選

択後 に作 成 された音響 モデル の性能 を保証 す る ことが 困難 で あった.COSMOS法 によ

る再利用性判 定手法 を用 い る ことで,目 的タス ク と既存 タス クとの可視 空間上の分

布 の重 な り具合か ら、直感 的 に再利用性 を把握 す る ことが可能 とな る ことを実証 し

て いる。さ らに、収集対象 の候 補話者 の少量 音声デー タか ら可視 化手法 を用 いて音

声認識 性能 向上 に寄与す る話 者 を予備選択 して,選 択 された話者 の音声 データ を収

集す る手法 を提 案 して いる。従来 の無作為 に話者 を選 択す る手順 と比較 して、大 幅

な コス ト削減 が可能 とな る ことを実証 して いる。

これ らの成果 は、実際 に音 声認識 の開発現場 で利用 されてお り、音声認識 ア プ

リケー シ ョンの開発 コス トの大幅な削減効果 を達 成 して いる。
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  (論文審査結果 の要 旨)

音声認識 ア プ リケー シ ョンの開発 にお いて高 い性能 を実 現す るには、使用 す るタ

スクに特化 した大量 の音声デー タによる音 響モデルが必須 とな る。しか し、音 声デ

ー タの収集 は膨大な コス トを必要 と し
、音 声認識 アプ リケー ションの 開発 コス ト全

体 を圧迫 して いる。

本論文で は、音響空 間の可視化 手法COSMOS法 を考 案 して音響 空間 を可視化 に成 功

して いる。 このCOSMOS法 は、従来 の可 視化手法 と比較 して、デー タの分布 の分離度

にお いて もはるか に優れて いる ことを、タス ク間、タス ク内の音響 的変動な どに応

用 して、直感 的 に把握で きる ことを実 証 し、学会 で も高 く評価 されて いる。

既 存音声 コーパ スの タス クに対す る再 利用性 の判 定 にお いて も、COSMOS法 による

再 利用 性判定手法 を用 いる ことで 、目的タス クと既存 タス クとの可視 空間上の分布

の重 な り具合か ら、直 感的 に再利用性 を把握す る ことが可能 とな る ことも実証 し、

大幅 な音 声デー タ収集 コス トの削減が可能 にな る ことを示 した。

これ らの成果 は、学術 論文2件 、権威 のある音声 の国際会議ICASSPやICSLPに8

件採録 されて発表 して お り、国際的 にも高 く評価 されて いる。さ らに、実際 に音 声

認i識の開発現 場で利用 してお り、音声認識 アプ リケー シ ョンの開発の コス ト削減効

果 を達成 してい る。

音声認識の分野を深 く理解 した技術者としての音声認識技術によるビジネス展

開だけでな く、国際的な舞台での活躍 もできる研究者に育ってお り、今後の活躍が

期待できます。

平成20年7月29日 に開催 した公聴会 の結 果 も参考 に して、本博士論文 の審 査

を行 い、本論 文 は、博士 論文(工 学)と して 十分な価値 がある もの と判断 した。


